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高齢者無料職業相談高齢者に向く仕事の求人・求職
についてのご 相談がありました
ら、お申出ください。社会福祉協
議会の専門相談員がお うけし ま
す。相談日は毎月第四火曜日( 12
月のみ休業) 午前10時~午後3時。
区役所1 階区民相談室。

区に初の児童館できる

子どもたちの
"
西
伊
興
児
童
館
が
開
館
"

十二月十六日
、子
どもたちがま

ちに待った西伊興児
童館
が開館し

ました。
この児
童館は図書室、音楽室、工

作室、学童育成室などがあり、児

重の健全な遊ぴ場、学習の楊とし

て
連日大い
に利用されています。

こ
の
児
童
館
を
利
用
で
き
る
の
は
、
幼
児
お
よ
ぴ
小
・
中
学
校
生
徒
で
、
特

に小さいお子
さんはお母
さん方の

付き隰いをお願いしてい
ます。

開
館
時
間
は
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
三
十
分
ま
で
で
、
毎
週
月
曜
日
。
国

民
の
祝
日
、
年
末
年
始
が
休
館
日
と
な
り
ま
す
(
日
曜
日
は
開
館
し
ま
す
)
。

なお、児童館の所在、施設規模

内
容等は次のと
おりで
す。

〇所在地
　酉伊興町三七番五号

〇交通機関
　東武バス、竹の塚駅

?
西
新
井
駅
観
音
前
ま
た
は
伊
輿

町下車徒歩十分

○
電
話
　
(
八
九
七
)
上
(
九
四
八
代

○
敷
地
面
積
　
九
二
七
・
四
四
平
万
㍍

0構造
　銭筋コ
ンクリ
ート
造り二

階建

○
延
床
面
積
　
四
五
四
・
六
四
平
方
㍍

<
一
階
>

○
集
会
室
(
卓
球
室
、
視
聴
寛
室
兼
用
)

児
竃の自主的汚勳の
鳩として
、

地域子
ども会の
会合をはじめ
、十

六♂
映写機による映画会かで
きま

す
。また
、児童の
体育向上の
ため

卓球もできるよう設備されてい
ま

す
。

〇遊一
重
たくさんの玩
具があり

小
さいお子
さんたちが楽しく
自由

に迦べます
。

〇育成室
い
ままで
、西
新井
第三

小
学校内にあった学童保育クラ
ブ

をここに移して闘
般してい
ます
。

○相談室
児童の
健全育成の
ため

の各種の相談を行ないます
。

その
他
、一
階には事務室
、休養

室があります
。

<
二
階
>

○
図
書
室
　
だ
の
し
い
童
話
や
、
お
叭

しろい読み
物
、勉強や研
究に役立

つ図
鑑や参考一
など
、たくさんの

本が用意されています
。いつ
でも

好きな本を自由に選んで
読むこ
と

がで
きます
。

〇工
作室
　ねん土細工
、折り紙
、 彫刻など

、工
作
、絵画用具が用意

され楽しく工
作ができ
、その
指導

もしてい
ます
。

また
、作品展もしますので
、皆

さん自慢のけっ
さくを展示
してく

だ
さい
。

○
音楽室
　ピアノ
、オル
ガン
、太

鼓
など各種の
楽器があり
、自由に

楽器
演奏がで
きます
。

また
、ステレオによるレコー
ド

鑑賞がで
きるよう設備されて
いま

す。

なお、本区で

は長期基本計両

にもと
づき、今

後区内各地区に

こ
のような児童

館
をどんどん
殲

設して
いく予
定

で
す。写裏

上は西

伊興児童館の
全

県、下
は
図
番

室。

西伊興児童館案内図

人
事
短信

去
る
十
二
月
一
日
付
で
、
次
の
と
お
り
区
の
部
課
長
級
の
人
事
異
動
発

令
が
あ
り
ま
し
た
。
(
ヵ
'
コ
内
は
前
職
)

【
部
長
級
】
　
区
民
都
長
-
会
沢
福
寿
(
区
民
都
管
理
課
長
)

【
課
長
級
】
　
企
画
広
報
室
企
画
課
長
-
八
木
幸
男
(
厚
生
都
福
祉
課
長
)

総
務
郎
課
税
課
畏
丿
大
塚
兼
嗣
(
同
納
税
課
長
)
同
納
税
課
長
1
坂
野

格
(
都
企
画
調
整
局
計
画
都
)
区
民
都
管
理
課
長
-
斉
藤
正
(
総
務

部
課
税
課
畏
)
同
経
済
課
長
-
佐
伯
光
典
(
都
広
報
室
普
及
部
)
厚

生
部
屬
祉
課
畏
1
今
野
和
夫
(
同
国

民
年
金
課
畏
)
同
国
民
年
金
課
長
-
小
松
秀
(
都
首
都
整
備
局
建
築

指
導
部
)
西
部
福
祉
事
務
所
長
-
三
橋
昇
(
都
民
牛
馬
指
4
部
)

土
木
部
設
計
課
畏
-
田
村
善
次
(
都

建
設
局
第
六
建
設
事
務
所
)
建
築
都
学
校
営
繕
課
長
-
三
好
勝
久
(
都

住
宅
局
建
設
都
)
副
収
入
役
-
村
松
一
見
(
教
育
委
員
会
学
務
課
長
)
　

教育委員会学務課長
1鈴木恒

年
(
同
体
育
課
畏
)
同
社
会
戦
育
課
長
卜
小
森
成
男
(
西
部
福
祉
事
務

所
長
)
同
体
育
課
長
-
佐
々
木
一
彦
(
都
総
務
局
人
事
都
)
中
央
図

寄
館
長
1
野
口
五
郎
(
区
民
部
住
居
表
示
課
長
)

【
転
出
者
】
　
望
月
重
吾
(
企
画
広
報
室
企
画
課
長
)
高
木
照
市
郎
(
建

築
部
学
校
営
繕
課
長
)
本
間
義
夫
　
(
副
収
入
役
)
桜
井
義
已
(
教
育

委
員
会
社
会
教
育
課
長
)

【
退
職
者
】
　
山
口
一
夫
(
区
民
部
畏
)
林
忠
邦
(
区
民
部
経
済
課

長
)
荻
健
造
(
土
木
部
設
計
課
長
)
高
橋
光
(
中
央
図
書
館
長
)

―
冬
休
み
の
指
導―

明るい家庭は教育の力で

年末年
始は、子
どもだちか、こ

れまでの
自分の成長
をみつ
め、新

しい年への
希望をもつ
と
き
で
あ

り、また、家庭における家族閧の

協力団らんが深められるよい機会

となります。

子どもたら
が、明るく、の
ぴの

ぴしながら、向上の
意欲をもち、

また、自分のつ
とめに積極的にと

りくんでいくように、周囲からの

配慮と励ましを尽くして
やろうで

は
ありませんか。

仕
事
を
も
た
せ

ま
し
ょ
う

窓
ガ
ラ
'
{
を
ふ
く
、
整
と
ん
を
す
る
、

亥事の
片付をする、新聞をつ
づる

など、いろいろな仕事があります。

子
ど
も
に
は
、
家
族
の
一
員
と
し
て

の
仕
事
(
役
割
)
を
も
た
せ
る
こ
と
が

大切で
す。そして、必すやりとげ

るように励ましと援助を与えまし

ょう。やりとけたら、心から賞謨

して
やり
ましょう。

計
画
を
作
ら
せ

ま
し
ょ
う

g床時刻、
就寝時刻、学習、手

つだい、あそび、読書など、毎日

の日課表と、韋床
み中二週間の計

画
を作らせ
。そ
れを実行させまし

ょう
。

計画を作るためには、親の
意見

や希望も必要で
す。で
きた計画の

実行には
、家族全員の
理解と協力

が必要で
す。計画を実行できる子

どもは、翼にたくましく生き抜け

る人間といえまし
fつ。

お金の値うちを

教えましょう

お金の
値うちの
裏には、働らく

とうとさがひそんでい
ます。欲望

に打ち克つ
意志の
強さとと
もに、

勳らくとうとさを教え、お金を大

事にする心がまえを育てて
やりま

しょう。物品の喙つちについて
も

同じこ
とがいえるでしょう
。

みんな笑顔で

すごしましよう

忙
がしくていらいらする、思う

ように
亊が進まなくて
気か重い。

こんな時こ
そ、家庭に笑顔が必要

です
。「
一
年の計は元旦に
あ竺

この一
年の計の土台に笑顔を据え

ましょう。「
笑う門には福」をわ

が冢においてこそ実現し、
心だけ

は
豊かに保っていきましょ
う。

交通事故、誘拐、万引
、かけ
ご

と、飲酒喫煙、暴力など、みんな

心の
安定と明るさによって
無くし

てい
くこ
とがで
きるので
す。

外国人の方に
"国保" 適用きまる

来春から実施の予定
本年第四
回定例区議会において

足立区国民健康保険条例の一
部を

改正する条例が議決され、足立区

在住の外国人も国保に加入できる

ことになります。なお、実施期日

については検討中で
す。

▽
被
保
険
者
資
格

外国人
登録法により足立区に
お

いて
登録したすべての外国人。た

だし、次の各号の一
つに骸当する

方は適用
か除外されます。

①
健
康
保
険
・
船
員
保
険
・
公
務
員
共

済組合等の
被保険者およ
び被扶

餐者
②
日
雇
労
勘
者
健
康
保
険
の
被
保
険
者

および被扶養者

③
生
活
保
護
法
に
よ
る
保
護
晋
つ
け
て

いる世帯

④国民
健康保険組合の被保険者

⑤国立のらい療養所の入所思者

⑥
児
童
福
祉
法
・
老
人
福
祉
法
の
施
設

に収容されてい
る方など

▽
保険料

所
得
割―
前
年
度
の
都
区
民
税
額
の

匸
】パ
ーセント

被保険者均等割
I被保険者
}人

につき六百円

右の
計算によりでた年間保険料

(
最
高
限
度
額
五
万
円
)
の
十
二
分
の

一
の額を毎月納入願い
ます
。

▽保
険給付

①療養の
給付

診
察
・
薬
剤
ま
た
は
。
治
療
材
料
、
処
置
手
術
そ
の
他
の
治
療
な
ど
の
費
用

の七
割相当額
。被保険者は受診の

ときに一
都負担金として
、三割相

担当者に支払う
。

②
助
産
費
　
　
一
万
円
支
給

③
葬
祭
費
　
　
五
千
円
支
給

④育児手当
　二千円
支給

以
上
、
適
用
除
外
・
保
険
料
・
保
険

給付について
は
、従
来から加入し

てい
る方と全く同じ扱いで
す
。

国保は
、適用
除外に該当する方

を除き足立区に住民
登録してい
る

方
、外国人登録している方は
、必
ず

加入しなけれ
ばならない強制保険

です
。社会保険を離脱した方や区

外から転入してきた方は
、十四日

以内に
、足立区国民健康保険に加

入するよう手続きして
ください
。

※
詳
細
は
最
寄
り
の
区
役
所
出
張
所
か
国
民
健
康
保
険
課
資
格
賦
課
係
へ
ど
う

ぞ
。

花いっ
ぱい運動
参加団体募集

花
の
美
し
さ
は
、
人
間
の
心
を
和
ら
げ
豊
か
に
し
ま
す
。
地
域
・
職
場
・
学

校などで
花いっ
ぱい運動を衍なっ

てみませんか
。

力
を
合
わ
せ
て
「
協
力
の
美
」
を
咲
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

足
立
区
新
生
活
連
助
推
進
委
員
会
で
は
、
毎
年
賽
(
五
月
)
秋
(
十
月
)
に

この
運助のコンクールを行ない
、 「譏

境づくり区民大会
」でこの
成

果を発表し
、優秀団体を表彰して

います
。
コ
ン
ク
ー
ル
の
約
一
か
月
前
に
、
参

加
団
体
を
募
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
・
地
域
な
ど
で
、
今
か
ら
準
備

を進めておいて
ください。

くわしくは、
区民郎区民係へ
お

た
ずねください。

図書館・区民福祉センターだより □
東
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

東綾瀬一丁目五上
七
　
　
六〇五
-七一〇一

■
ク
リ
ス
マ
ス
子
と
も
会
　
十
二
月
二
十
四
日
(
日
)
午
前
十
時
三

十
分
・
午
後
一
時
三
十
分
・
・
・
劇
・
楽
器
演
奏
・
絵
ぱ
な
し

■
新
年
子
ど
も
映
画
会
　
一
月
十
四
日
(
日
)
午
前
十
時
三
十
分
、

午
後
一
時
三
十
分
・
・
・
畏
繝
ま
ん
か

□
中
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

関原二丁目一〇
-一〇
　
　
八八九
1一四八四

■
お
か
き
ぞ
め
　
一
月
五
日
(
金
)
・
六
貝
土
)
午
後
一
時
三
十
分

■
新
年
ふ
く
わ
ら
い
大
会
　
一
月
七
日
(
日
)
午
後
一
時
三
十
分

■
セ
ン
タ
ー
鏡
開
き
　
一
月
十
一
日
(
木
)
午
後
一
時
　
参
加
資
格

―
区
内
在
住
の
六
十
歳
以
上
の
方
　
定
員
―
八
十
名

■
新
春
創
作
ジ
ャ
ン
ポ
カ
ル
タ
と
り
　
一
月
十
四
日
(
日
)
午
後
一
時

■
新
春
日
本
舞
踊
大
会
　
一
月
十
四
日
(
日
)
午
後
一
時
　
会
場
―
中
都
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
老
人
集
会
室
出
演
I
花
柳
圜
喜
幗
社
中

参
加
資
格
―
区
内
在
住
の
六
十
歳
以
上
の
方
　
参
加
費
―
無
料

□
西
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

鹿浜二丁目二四
-二
　
　八九七一
五〇一六

■
か
き
ぞ
め
大
会
一
月
七
日
(
日
)
午
前
十
時

■
新
春
子
ど
も
お
た
の
し
み
会
　
一
月
十
四
日
(
日
)
午
前
十
時
・
・
・

ボウリン
グ
、ふくわらい
、ゲーム

■
映
画
会
　
一
月
十
呎
日
(
日
)
午
後
二
時
ア
ル
プ
ス
の
少
女
他

■
新
春
老
人
将
棋
大
会
　
一
月
二
十
一
日
(
日
)
午
前
十
時
　
場
所

―
セ
ン
タ
ー
老
人
室
　
定
員
―
五
十
名
　
参
加
資
格
―
区
内
在
住
の

六
十
歳
以
上
の
方
　
申
込
み
―
直
接
セ
ン
タ
ー
事
務
室
へ
(
定
員
に

な
り
次
第
締
切
り
)
　
締
切
り
日
―
一
月
十
六
日

□
千
住
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

千住元町二四
-一
　
　八八二
-二七六五

一
月
十
日
(
水
)
か
ら
闘
館
一
周
年
記
念
行
事
と
し
て
、
い
け
花

展
示
会
(
い
け
花
教
室
の
成
果
発
表
会
)
な
ど
を
行
な
い
ま
す
。

<
各
セ
ン
ター
と
も
休
館
日
は
月
一
日
・
祝
祭
日
で
す
>

■中央図書館

栂田
七丁
目一
三
-一

八四〇
-四
六四六

▽
レ
コ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト
　
十
二
月
二
十
四
日
(
日
)
・
・
・
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
作
曲
妥
譽
曲
第
九
番
」
一
月
七
日
(
日
)
・
ム
ト
ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キ
ー
作
曲
バ
レ
エ
音
楽
「
春
の
祭
典
」
い
ず
れ
も
正
午

■千住図書館

千生觴田町七一
二

八八
T一九九四

▽
映
画
会
・
・
・
毎
週
日
曜
日
午
前
九
時
三
十
分

■
宮
城
図
書
館
宮城一
丁目二七
-八

九
一
三
-
○
四
六
〇

▽
ク
リ
ス
マ
ス
子
ど
も
映
画
会
　
十
一
月
二
十
四
日
(
日
)
・
・
・
冢
な
き
子
午
後
一
時

■
新田図書館

斬田三丁自一
四―一

九
一
二
!
一
七
六
七

▽
年
忘
れ
子
ど
も
映
画
会
　
十
二
月
二
十
六
日
(
火
)
・
・
・
チ
ビ
'
コ
レ
ミ
と
名
犬
カ
ピ
ほ
か
午
前
九
時

■
中川図書館

中川四丁目四
=〒四

六〇六
-○巫
七

▽
さ
よ
う
な
ら
子
ど
も
会
(
お
話
と
映
画
)
　
十
二
月
二
1
四
日
　
(
日
)
午
後
一
時

<
各
図
書
館
と
も
休
館
日
は
月
曜
日
・
祝
祭
日
で
す
>

■ 区役所の電話882- 1111　 第二庁舎886- 3165　 足立福祉事務所888- 3141　 中部福祉事務所889- 1481　 東部福祉事務所605- 7101　 西部福祉事務所897- 5011
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家
庭

―
家
族
で
ゲ
ー
ム
を
―

正
月
を
楽
し
く

日
頃
、
い
そ
が
し
い
生
活
の
連
続

の
た
め
、
家
族
い
う
し
ょ
に
あ
そ
ぶ

機
会
が
、
な
か
な
か
あ
り
ま
せ

ん

が
、
正
月
は
一
年
の
始
ま
り
と
と
も

に
、
ほ
っ
と
す
る
と
き
で
も
あ
り
。

心
の
く
つ
ろ
ぐ
と
き
で
も
あ
り

ま

す
。
こ
ん
な
と
き
に
こ
そ
、
家
族
そ

ろ
っ
て
、
一
日
を
た
の
し
く
あ
そ
ぷ

の
も
大
変
意
義
の
あ
る
こ
と
だ
と
お

も
い
ま
す
。

お
と
な
は
、
こ
の
日
だ
け
は
子
ど

も
に
か
え
り
、
コ
タ
ツ
を
か
こ
ん
で

楽
し
い
ゲ
ー

ム
を
や
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。

◎
こ
ん
な
ゲ
ー
ム
を

い
か
が
で
す
か

○
顔
ジ
ャ
ン
ケ
ン

シ
ャ
ン
ヶ
ン
を
手
を
便
わ
な
い
で

顔
を
便
っ
て
し
ま
す
。
「
グ
ー
は
口

を
む
す
ぶ
」
「
パ
ー
は
口
を
開
く
」

「
ヂ
ー
キ
は
舌
を
出
す
」
と
決
め
て

か
ち
ぬ
き
を
し
た
り
、
得
点
を
と
っ

た
り
し
た
ら
ど
う
で
す
か
。

○
自
分
の
顔

画
用
紙
に
輪
ゴ
ム
を
つ
け
て
、
お

面
の
よ
う
に
顔
に
つ
け
ま
す
。
リ
ー

ダ
ー
の
い
う
と
お
り
、
左
手
で
マ
ジ

'
ク
イ
ン
ク
を
も
ち
自
分
の
顔
を
I

き
ま
す
。
で
き
あ
が
っ
た
な
ら
ば
、

よ
く
か
け
た
人
、
に
て
い
る
作
品
を

ほ
め
あ
い
ま
す
。
(
こ
の
と
き
の
リ

ー
ダ
ー
は
、年
齢
の
小
さ
な
子
に
し

た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
)

○
絵
か
き
し
り
と
り

さ
い
し
ょ
の
人
か
紙
に
「
は
な
」

な
ら
花
の
絵
を
書
き
、
次
の
人
に
度

し
ま
す
。
次
の
人
は
「
な
」
の
字
が

頭
に
つ
く
絵
を
I
い
て
、
次
の
人
に

纜
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
絵
で
し
り

と
り
を
し
て
い
き
ま
す
。

○
両
手
で
ジ
ャ
ン
ケ
ン

両
手
で
シ
ャ
ン
ヶ
ン
を
し
て
も
杤

も
し
ろ
い
も
の
で
す
。
両
手
と
も
勝

っ
た
と
き
は
2
点
、
片
手
が
勝
っ
て

片
手
が
負
け
た
と
き
は
O
点
、
片
手

が
勝
っ
て
、
片
手
が
引
き
分
け
の
と

き
は
1
点
と
し
ま
す
。

〇
二
人
で
一
人
(
み
か
ん
ゲ
ー
ム
)
　

二
人
で
組
を
つ
く
り
、
一
人
が
右

手
で
『
み
か
ん
』
を
の
せ
ま
す
。
も

う
一
人
が
左
手
で
皮
を
ひ
き
ま
す
。

む
き
終
っ
た
ら
半
分
づ
つ
に
し
て
た

べ
ま
し
ょ
う
。

こ
の
ゲ
ー
ム
は
、リ
ー
ダ
ー
の
あ

い
ず
で
は
じ
め
、旱
く
た
べ
終
っ
た

組
が
勝
で
す
。(
た
だ
し
、ゲ
ー
ふ

の
前
に
は
、手
を
膺
け
つ
に
し
て
く

だ
さ
い
。念
の
た
め
)

○
二
人
で
一
人
(
み
か
ん
と
手
拭
)
　

こ
れ
も
み
か
ん
ゲ
ー
ム
と
同
じ
く

二
人
で
組
を
つ
く
り
、か
た
を
く
み
、

あ
い
た
手
(
当
然
A
さ
ん
は
左
手
、

B
さ
ん
は
右
手
だ
け
と
な
り
ま
す
)

で
四
つ
折
り
の
手
拭
で
み
か
ん
を
む

す
ぶ
ゲ
ー
ム
で
す
。
子
ど
も
絶
と
、

親
の
組
に
わ
け
た
り
し
て
行
な
っ
て

み
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

昔
か
ら
伝
え
ら
れ
て
い
る
、イ
ロ
(

カ
ル
タ
、
ス
ゴ

ロ
ク
、
百
人
一

首
、
福
笑
い
、
み
か
ん
つ
り
、
な
ど

正
月
ゲ
ー
ム
が
あ
り
ま
す
が
。
新
し

い
ゲ
ー
ム
も
あ
り
ま
す
。
も
し
も
、

こ
の
よ
う
な
ゲ
ー

ム
を
所
用
し
た
い

と
お
考
え
に
な
り
ま
し
た
ら
区
教
育

委
員
会
青
少
年
係
へ
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

足
立

の

史

話
日
光
街
道
を
た
ず
ね
て
(
1
8
)

―
千
住
一
丁
目
か
い
わ
い
そ
の
一―勝

山
準
四
郎

区
役
所
前
の
大
通
り
は
、
南
半
分
が
旧
熊
谷
堤

の
土
手
道
、
北
側
は
千
住
衵
の
流
路
で
あ
っ
た
。

区
内
を
澗
す
見
沼
代
用
水
の
幾
筋
か
の
水
路
の
一

つ
で
、こ
の
辺
は
そ
の
終
末
の
惠
水
略
で
あ
っ
た
。

放
水
路
の
完
成
で
上
流
と
た
ち
切
ら
れ
用
水
と
し

て
の
役
目
は
終
り
、
排
水
路
と
し
て
土
手
下
を
流

れ
て
い
た
。

昭
和
五
年
暗
渠
と
な
っ
て
地
表
か
ら
姿
を
洌
す

ま
で
は
、
結
構
子
ど
も
連
の
遊
ぴ
場
で
あ
っ
た
。

春
先
に
は
こ
の
流
れ
で
ど
じ
f
つ
取
り
を
じ
た
と

か
、
大
雨
か
降
つ
だ
時
は
四
ツ
手
綱
を
仕
掛
け
た

と
か
、大
言
の
際
は
讐
捨
鳩
だ
っ
た
と
か
の
話
は
、

今
の
こ
の
通
り
奢
眺
め
た
だ
け
で
は
想
像
も
つ
か

な
い
。
ま
し
て
、
そ
の
下
を
地
下
鉄
が
通
っ
て
い

る
と
あ
っ
て
'は
尚
更
の
は
な
し
で
あ
る
。

こ
の
千
住
垉
に
架
け
ら
れ
て
い
た
の
が
一
丁
目

小
橋
で
あ
る
。
長
さ
五
閭
帽
三
間
と
あ
る
か
ら
名

の
通
り
の
小
橋
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
千
住
本
宿

へ
入
る
に
は
、
ま
す
大
橋
を
渡
り
、
そ
し
て
こ
の

小
橋
を
越
え
て
き
た
の
だ
か
ら
、
一
く
き
り
を
つ

け
る
役
割
が
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
勿
諭
は

じ
め
は
木
柵
で
あ
っ
た
が
、
後
に
石
橋
に
か
け
変

え
ら
れ
た
。
二
丁
目
永
野
冢
記
録
に
よ
る
と
i

永
四
年
四
月
三
日
、
一
丁
目
小
橋
石
橋
と
な
り
日

光
御
門
主
度
初
め
を
す
」
と
番
か
れ
て
い
る
。
時

の
御
門
主
は
東
叡
山
第
十
三
世
怒
性
入
遵
法
親
王

(
日
光
山
兼
帯
)
で
あ
る
。
た
か
だ
か
長
さ
五
間

の
か
け
替
え
工
事
の
お
祝
い
と
し
て
は
、
破
格
の

醍
初
め
の
儀
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
の
橋
を
石
橋
に
し
た
こ
と
は
そ
れ
な
り
の
意
味

が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
同
じ
く
永
野
家
文
一

嘉

永
五
年
(
一
八
五
こ
)
七
月
車
力
賃
銭
議
定
書
(
中

央
図
一
舘
へ
寄
贈
)
が
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
橋
戸
町
の
車
力
頭
取
両
名
(
村
役
人
添

書
)
か
一
丁
目
か
ら
五
丁
目
ま
で
の
名
主
、
年
寄

宛
に
出
し
た
文
一
で
あ
る
。
内
容
は
小
橋
が
石
橋

に
な
っ
た
の
で
、
二
十
年
昔
(
天
保
四
年
)
か
ら

の
荷
物
の
運
賃
を
す
べ
て
一
割
引
に
す
る
と
言
う

も
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
橋
が
堅
固
に
な
っ
た
の
で
今
ま
で
よ
り

車
に
沢
山
荷
か
犢
め
る
の
で
、
運
賃
が
割
安
に
な

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
石
橋
の
効
能
も
あ
っ

た
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
便
利
さ
は
何
も
車

力
人
夫
だ
け
の
こ
と
で
は
な
く
、
町
民
に
と
っ
て

も
同
様
だ
っ
た
の
だ
か
ら
尚
更
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
じ
め
て
仰
々
し
か
っ
だ
渡
初
め
も
わ
か

る
よ
う
な
気
か
す
る
。
(
注
、
議
定
一
の
詳
細
は

足
立
史
談
四
七
、
四
(
号
藤
田
熊
雄
氏
碼
を
参
照

さ
れ
た
い
)

さ
て
そ
の
小
橋
を
纜
る
と
い
よ
い
よ
一
丁
目
。

町
に
入
る
と
す
ぐ
左
手
に
あ
っ
た
の
が
宿
場
の
中

枢
機
関
問
悪
場
で
あ
る
。
今
の
区
役
所
裏
通
り
(

実
は
両
寺
の
参
道
)
の
角
か
ら
南
に
。
七
閧
の
間
口

で
奥
行
十
七
閭
(
百
十
九
坪
)
の
屋
敷
で
あ
っ
た
。

こ
の
敷
地
内
に
問
屋
鳩
会
所
と
貫
目
改
所
の
憂
物

が
あ
っ
て
宿
場
事
務
を
I
切
と
り
し
き
う
て
い

た
。
そ
し
て
反
対
側
(
東
側
)
の
千
住
堀
沿
い
に

伝
馬
寄
場
(
罵
つ
な
ぎ
)
が
股
け
ら
れ
て
い
た
。

(
こ
の
項
一
月
二
十
日
号
に
つ
づ
く
)

東側から見た千住小橋

大空にたこをあげよう! !
新年子どもたこあげ大会

足
立
区
教
育
委

員
会
で
は
、
新
し

い
年
を
迎
え
、
少

年
少
女
の
豊
か
な

夢
と
希
望
を
は
ぐ

く
む
た
め
、
次
の

と
お
り
た
こ
あ
げ

大
会
を
行
な
い
ま

す
。
冬
休
み
を
利

用
し
て
、
自
分
の

ア
イ
デ
ア
と
工
夫

を
い
か
し
た
「
た

こ
」
を
作
り
、
大

空
い
っ
ぱ
い
に
あ

げ
ま
し
ょ
う
。

日
時―
昭
和
四
十
(
年
一
月
二
十
一
日
　
　
(

日
)
午
後
一
時
(
雨
天
の
場
合
一
　

月
二
十
八
日
)

場
所―
千
住
新
橋
グ
ラ
ン
ド

参
加
対
象―
区
内
居
住
小
・
中
学
生

た
こ
の
規
格
-
た
て
・
よ
こ
各
七
〇
セ

ン
チ
以
内
で
、
自
分
で
作
っ
た
も
の

申
込
み
先―
こ
ど
も
会
を
通
じ
て
、
区
　

教
育
委
皿
会
青
少
年
係
へ
(
個
人
直
　

接
申
込
み
も
可
)

申
込
期
間―
一
月
十
七
日
(
水
)
午
後
　

五
時
ま
で
(
申
込
み
と
同
時
に
創
作
　

だ
こ
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
)

※
大
会
当
日
参
加
者
先
着
二
千
名
に
、

参
加
賞
と
し
て
=
マ
た
こ
「
足
立
バ
ラ

モ
ン
」
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

水
洗
ト
イ
レ
改
造
の

助
成
金
は
お
早
め
に

千
住
地
区
の
大
部
分
は
、
昭
和
四
十

【

年
三
月
三
十

】
臼
を
も
っ
て
。
下
水

道
の
私
遭
排
水
股
備
、
な
ら
び
'に
水
洗

便
所
の
助
成
金
の
交
付
が
受
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
。
ま
だ
、
千
住
地
区
に
お

住
ま
い
の
方
で
水
洗
便
所
に
改
造
す
る

際
、
助
成
金
を
利
用
さ
れ
る
方
は
、
こ

の
期
間
に
手
続
き
を
行
な
う
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
助
成
条
件
。
助
成
額
な
ど
に

つ
い
て
は
、
次
の
と
こ
ろ
で
相
岐
に
応

じ
て
い
ま
す
。

下
水
道
局
北
都
第
一
管
理
事
務
所
業

務
課
助
成
係
　
(
〇
二
-
四
六
ニ
ー
　
(

代
)

適
切
な
排
水
処
理
を

行
な
っ
て
い
ま
す
か

区
で
は
、
工
場
排
水
の
検
蚕
を
常
時

行
な
っ
て
い
ま
す
か
、
現
在
ま
で
の
と

こ
ろ
、
大
半
の
工
場
が
ま
だ
排
水
の
水

質
、
手
続
き
の
点
で
問
題
が
あ
り

ま

す
。
一
昨
年
の
法
改
正
に
よ
り
、
排
水

基
単
に
適
合
し
な
い
排
水
を
出
し
た
場

合
は
、
堤
北
地
域
で
は
直
接
罰
則
が
適

用
さ
れ
る
な
ど
、
巌
し
い
処
一

が
取
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
事
業
者

の
み
な
さ
ん
は
、
排
水
の
適
切
な
処
理

を
行
な
い
、
基
準
値
を
越
え
た
排
水
を

出
さ
な
い
よ
う
に
排
水
処
理
施
設
を
管

理
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
公
害
関
係
の
法
令
に
基
づ
く

手
続
き
も
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
区
役
所
公
害
課
へ
ど

う
ぞ
。

な
お
、
公
害
関
係
の
記
事
は
「
わ
た

し
の
便
利
帳
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
お
読
み
く
だ
さ
い
。

区
役
所
の
年
末
事
務
は

2
8日
ま
で

区
役
所
の
年
末
の
窓
口
事
務
は
、
二

十
(
日
で
終
わ
り
に
な
り
ま
す
。
住
民

票
の
異
動
届
や
印
鑑
証
明
な
ど
は
、
お

早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
。
公
益
質
屋
(
千
住
・
西
新

井
)
は
、
二
十
九
日
と
三
十
日
は
午
前

九
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
、
三
十
一
日

は
午
前
九
時
か
ら
午
後
(
時
ま
で
巣
務

を
行
な
い
ま
す
。

ま
た
、
新
年
は
四
日
か
ら
業
務
を
開

始
し
ま
す
。

部
落
問
題
の
理
解
の
た
め
に
(
6
)

今
年
の
五
月
頃
の
事
で
す
。
私
達

は
区
の
あ
る
議
員
さ
ん
方
と
部
落
問

鰛
と
区
行
政
に
つ
い
て
、
理
解
を
深

め
て
載
き
、
議
員
の
立
場
か
ら
も
差

別
を
な
く
す
国
民
的
課
題
と
し
て
積

極
的
な
協
力
を
お
願
い
す
る
た
め
、

話
し
合
い
を
し
た
。

私
達
の
大
都
分
が
革
加
工
・
靴
・

草
履
・
へ
'
プ
等
の
家
内
手
工
業
で

生
活
を
し
て
い
ま
す
。
一
間
で
仕
事

を
し
、
食
事
を
し
、
稷
る
と
い
う
居

住
璋
糲
の
中
で
有
機
溶
済
を
使
う
仕

事
の
た
め
、
ボ
ヤ
な
ど
年
中
で
、
特

に
火
災
に
対
す
る
心
配
か
ら
消
防
に

閧
す
る
要
求
が
出
さ
れ
て
い
る
こ
と

等
、
足
立
区
に
住
ひ
部
落
民
の
現
実

に
つ
い
て
話
合
っ
て
い
ま
し
た
。
私

達
も
強
い
言
葉
や
感
情
を
出
し
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
あ
る
議
員
さ
ん

か
ら
「
お
前
さ
ん
か
ら
教
わ
り
た
く

な
い
」
と
い
わ
れ
ま
し
た
。
私
は
胸

が
煮
え
く
り
か
え
る
様
で
そ
の
夜
は

眠
れ
な
か
っ
た
。
東
京
に
は
差
別
か

な
い
と
い
わ
れ
な
が
ら
、
三
百
余
年

に
わ
た
る
部
落
差
別
が
社
会
意
識
と

し
て
根
強
く
残
っ
て
お
り
、
未
だ
、

事
あ
る
ご
と
に
私
達
に
向
け
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
様
な
事
実
を
、
行
政
に

対
す
る
怒
り
と
し
て
訴
え
ま
す
。

(
部
落
解
放
同
盟
足
立
支
部
)

■
固
定
資
産
税
(
三
期
分
)

納
期
は

1
2
月
2
7
日
(
水
)
で
す

年
末
・
年
始
の
ゴ
ミ
収
集
作
業

の
お
知
ら
せ

年
末
は
、
押
し
つ
ま
っ
て
か
ら
集
中

的
に
ゴ
ミ
を
出
さ
れ
る
傾
向
が
強
く
、

そ
の
日
の
う
ち
に
収
集
で
き
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、
年
末
の
ゴ
ミ
増
量

分
は
二
十
四
日
ご
ろ
ま
で
に
出
す
よ
う

ご
協
力
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
各
家
庭
か

ら
出
さ
れ
る
粗
大
ゴ
ミ
の
収
集
は
、
十

二
月
十
六
日
か
ら
一
月
十
六
日
ま
で
は

一
般
作
業
応
援
の
た
め
中
止
し
ま
す
。

年
末
・
年
始
は
、
ゴ
ミ
の
一

か
多
く

な
り
ま
す
の
で
、
収
集
日
を
弯
更
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
各
ゴ
ミ
集
積

所
に
掲
示
さ
れ
た
ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ

な
ど
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

登
記
所
へ
は

お
早
め
に

年
末
に
お
け
る
登
妃
所
の
事
務
は
、

二
十
(
日
ま
で
取
り
扱
い
ま
す
か
、年

末
は
登
記
事
件
が
急
激
に
増
加
し
混
鯵

し
ま
す
の
で
、
申
請
は
お
早
め
に
す
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す

。

次
の
期
日
ま
で
に
提
出
さ
れ
た
事
件

に
つ
い
て
は
。
年
内
に
処
理
す
る
よ
う

に
い
た
し
ま
す
の
で
、
そ
の
期
日
ま
で

に
提
出
す
る
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▽
権
利
に
関
す
る
事
件

十
二
月
二
十
三
日
(
土
)

工
事
予
定

☆
道
路
舗
装
工
事

▽
六
木
町
(
一
九
か
ら
(
〇
六
番
地
先

ほ
か
二
か
所
・・・
四
十
八
年
二
月
十
二

日
ま
で

▽
千
住
橋
戸
町
一
九
か
ら
千
住
緑
町
一

丁
目
二
〇
番
先
・・一
二
月
十
九
日
ま
で

▽
本
木
西
町
七
か
ら
【
番
地
先
ほ
か
I

か
所
・・・
三
月
十
一
日
ま
で

▽
平
野
】丁
目
一
(
か
ら
二
六
番
先
・
・
・

二
月
十
九
日
ま
で

▽
舎
人
五
丁
目
一
三
か
ら
二
丁
目
一
九

番
先
・
三

月
三
十
一
日
ま
で

▽
舎
人
二
丁
目
七
か
ら
一
三
番
先
ほ
か

一
か
所
・・・
三
月
三
十
一
日
ま
で

▽
青
井
三
丁
目
三
三
か
ら
四
丁
目
三
五

番
先
ほ
か
一
か
所
・・・二
月
二
十
一
日

ま
で

▽
江
北

】丁
目
Ξ
二
か
ら
高
野
町
二
〇

〇
番
地
先
ほ
か
一
か
所
・・・
二
月
四
日

ま
で

▽
千
住
寿
町
一
五
か
ら
千
住
中
居
町
Ξ

三
番
地
先
・・・
三
日
三
日
ま
で

☆
水
路
改
修
工
事

▽
東
伊
興
町
五
か
ら
七
番
地
先
・三

月

十
(
日
ま
で

▽
花
畑
町
五
五
〇
一
か
ら
五
六
四
六
番

地
先
・・・
二
月
二
十
五
日
ま
で

▽
鳥
根
四
丁
目
二
三
か
ら
六
月
二
丁
目

二
六
番
先
・
・
・
三
月
二
十
(
日
ま
で

▽
西
伊
興
町
六
四
か
ら
六
二
番
地
先
・・・

二
月
五
日
ま
で

▽
六
木
町
三
五
一
か
ら
三
三
〇
番
地
先

一
日
二
十
五
日
ま
で

▽
江
北
七
丁
目
七
か
ら
I
〇
番
先
・・・
三

月
三
十
一
日
ま
で

▽
佐
野
町
二
四
八
か
ら
ニ

ー
四
番
地
先

・・・三
月
一
日
ま
で

▽
梅
鳥
三
丁
目
三
七
か
ら
三
四
番
先
・・・

三
月
三
十
一
日
ま
で

▽
中
川
一
丁
目
一
三
番
先
・・・
三
月
三
日

ま
で

▽
江
北
七
丁
目
一
七
番
先
↓

一
月
三
十

一
日
ま
で

☆
災
害
復
旧
工
事

▽
舎
人
二
丁
目
二
番
先
ほ
か
二
か
所
・・
4

二
月
二
十
五
日
ま
で

掲
示
板

■区
民
ス
キ
ー

競
技
大
会

区
教
育
委
員
会
と
区
体
育
協
会
の

共
催
に
よ
り
、
ス
キ
ー
鷦
技
大
会
を

次
の
と
お
り
行
な
い
ま
す
。
ふ
る
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
―
昭
和
四
十
(
年
二
月
十
一
日

(
日
)

場
所
―
新
潟
県
小
出
ス
キ
ー
場
(
直

接
、現
地
へ
集
合
)

参
加
資
格
―
一
般
区
民
の
方

参
加
費
―
五
〇
〇
円

申
込
み
先
―
一
月
三
十
】日
ま
で
に

参
加
費
を
添
え
て
次
の
い
す
れ
か

の
体
育
協
会
員
へ
。

▽
堀
内
(
千
住
吉
元
町
一
五
-
九
)

(
八
二
-
七
七
(
九

▽
鈴
木
(
千
住
緑
町
ニ
ー
ー
〇
)

(
(
丁
四
(
(
二

■
中
小
企
業
の方

へ
貸
付

都
労
働
局
で
は
、
賃
金
卆
年
末
手

当
の
遅
配
・
欠
配
で
お
困
り
の
方
、

ま
た
生
計
賢
金
の
必
要
な
方
に
東
京

労
働
金
庫
を
通
じ
て
賢
金
を
お
貸
し

し
ま
す
。

▽
対
象
―
中
小
企
業
の
労
働
組
合
・

共
済
会
な
ど
の
団
体
、
ま
た
は
従

業
風
佃
人

▽
貸
付
額
―
従
業
員
一
人
に
つ
き
十

万
円
ま
で

▽
貸
付
利
率
と
期
聞
―
年
七
・
三
%

(
日
歩
二
銭
)
一
〇
〇
日
間

▽
取
扱
い
期
間
―
昭
和
四
十
(
年
一

月
三
十
一
日
ま
で

▽
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
―
東
京
労

勳
金
庫
・
各
支
店
の
窓
口

■
作
品
募
集

屋
外
広
告
物
コ
ン
ク
ー
ル

都
で
は
、
曹
都
の
景
観
並
ぴ
に
屋

外
広
告
物
の
美
化
向
上
を
図
る
た
め

の
屋
外
広
告
物
コ
ン
ク
ー
ル
の
作
品

を
次
の
と
お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
募
集
対
象
・・・
昭
和
四
十
七
年
一
月

一
日
か
ら
同
年
十
二
月
三
十
一
日

ま
で
に
都
内
に
設
置
さ
れ
た
屋
外

広
告
物

▽
募
集
部
門

第

一
都

門
・
・・
広

告

塔

第

二
都

門
・
・・
広

告

板

▽
応
募
資
格
・
・
・
右
の
各
都
門
に
該
当
　

す
る
塵
外
広
告
物
の
広
告
主
、
デ

ザ
イ
ナ
ー
及
ぴ
製
作
者

▽
応
募
方
法
(
郵
送
も
可
)
・
・
・
応
募
由

込
書
に
3
5ミ
リ
カ
ラ
ー
ス
ラ
イ
K

を
邵
え
て
申
込
む
こ
と
。
な
お
、

カ
ラ
ー
ス
ラ
イ
ド
は
建
築
物
及
ぴ

周
囲
の
景
観
と
作
品
と
の
闘
係
が

わ
か
る
も
の
で
、
夜
間
表
示
を
す

る
も
の
は
、
夜
景
も
提
出
す
る
と

と
。

▽
募
集
期
間
・
・
・
昭
和
四
十
(
年
百

二
十
日
(
古
ま
で

▽
申
込
先
・・・東
京
都
首
都
整
備
局
績

築
指
導
部
監
理
諌
広
告
指
導
孤

(
都
庁
第
一
庁
舎
七
階
)
〒
一
{
い

○
東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
Ξ
T

目
五
-
一
　
　

ニ

ー
ニ
ー
五
一
一

}
(
代
)
内
線
二
九
(
七

■
建
設
工
事
施
工
統
計

調
査
の
お
知
ら
せ

建
設
省
で
は
、
毎
年
十
二
月
三
十

盲

現
在
で
、
全
国
の
建
股
業
者
を

対
象
に
、
建
般
工
事
施
工
統
計
調
査

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
我
国
に
お
け
る
建

股
業
を
総
合
的
に
は
あ
く
す
る
た
め

の
大
変
重
嬰
な
調
査
で
す
。

当
区
で
も
、
一
月
中
頃
、
区
内
の

全
て
の
建
股
業
者
の
方
に
、
調
査
票

を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

■
私
道
整
備
資
金
を

助
成
し
ま
す

区
で
は
。生
活
環
境
の
向
上
の
た

め
私
道
盤
備
の
助
成
を
行
な
っ
て
お

り
ま
す
。一
般
の
通
行
に
利
用
し
て

い
る
私
道
に
、舗
装
や
側
溝
工
事
を

す
る
時
は
。標
準
工
事
費
の
(
割
以

上
の
助
成
金
が
で
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
区
役
所
私
道
整
備

係
へ

。街
頭
都
民
相
談
の

ご
利
用
を

都
政
に
対
す
る
苦
情
・
意
見

法
律
相
談
・
交
通
事
故
相
岐

1
2
月
2
2
日
(
金
)
午
後
1
時
1

4
時

北
千
佳
駅
西
口
広
一

訂
正
十
二
月
五
日
号
で
お
知

ら
せ
し
ま
し
た
、
第
二

十
二
回
区
民
駅
伝
大
会
の
開
催
日
時

は
昭
和
四
十
(
年
一
月
二
十
(
日
　
(

日
)
の
脈
ま
り
で
し
た
。

■ 年末に多いスリ・ひったくりにご用心! ■ 水道管にも冬仕度をしましょう Y・200, 0

00


